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令和元年度はＪＡ宮城県大会決議に基づき、ＪＡの存在価値、信頼を高め組合員・農業・地
域への貢献を確実に実践するとともに、地域農業の振興を基本に「農業者の所得増大」「農業
生産の拡大」「地域の活性化」の実現のためＪＡ一丸となって取り組んできました。特に、第
六次中期経営計画の最終年であることから各部門における重点実施事項の達成に向け取り組ん
できました。
自己改革につきましては、ＪＡの教育文化活動を通して、地域の方々にＪＡを理解してもら
う活動と組合員・地域住民を繋ぐ協同活動に取り組んできました。
主な事業活動と成果については、以下のとおりです。

〈 米穀部門 〉
生産者手取増大に向けた買取集荷の拡大や労力軽減、低コスト稲作の普及推進に取り組みま
した。令和元年産米の生産については、６月から７月中旬までの低温長雨が心配されましたが、
その後高温となり作況指数100の平年並みに回復しました。しかしながら、集荷数量は23万９
千俵（前年対比97.1％）、上位等級率80.2％となり、前年を下回る実績となりました。販売で
は前年並みの米価を維持し、販売高は40億２百万円（前年対比113.4％）となり、前年を上回
る実績となりました。
〈 園芸部門 〉
園芸重点作物を中心とした作付推進及び販売強化を図り、販売計画に沿った実績確保に取り
組みました。特に機械化一貫作業体系による園芸作付け拡大策については、玉ねぎ・長ねぎを
中心に作付面積が拡大しました。蔵王梨輸出については香港へ４トン（前年比1.7トン増）の
輸出実績となりました。園芸作物の生産・販売状況は、春の雨不足、夏の酷暑、令和元年東日
本台風の影響により生産数量が減少し販売高は12億53百万円（前年対比87.2％）と前年を下
回る実績となりました。
〈 畜産部門 〉
仔牛、肉牛とも高値安定の市況価格に支えられたことに加え、畜産クラスター事業を活用し
経営の安定を進めた結果、順調に事業実績が推移してきました。令和元年東日本台風では施設
冠水・稲わら流失等甚大な被害を受け、代替粗飼料（フェスクストロー）供給により畜産経営
の早期復旧に努めました。また、令和２年に入り新型コロナウイルスによる需要減退によって
肉牛・仔牛価格が下落し、販売高36億76百万円（前年対比99.1％）と前年を下回る実績とな
りました。
〈 生産資材部門 〉
生産資材部門では、先割予約購買の導入や大型規格農薬の普及推進により生産資材価格の引
き下げと生産資材コスト削減を図りました。また、物流センターの配送コスト削減と安定した
供給体制を確保するため、新たな物流体制で稼働することができました。
〈 農業機械部門 〉
農業機械部門では、農業機械維持管理の負託にこたえる事業展開と価格の低減、省力化支援
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に取り組みました。また、令和元年東日本台風被害による被災機械の支援事業に取り組み、被
災された生産者の復興支援に努めました。

〈 信用事業 〉
地域の金融機関として便利に取引できるインターネットを活用した商品の提供や貯金奨励品
に管内農産物を取り入れたキャンペーンを展開し組合員・利用者の満足度向上に努めました。
また、令和元年東日本台風による災害に迅速に対応し、被害を受けた組合員、利用者に対し
生活、農業経営維持のための資金を創設し、農業・生活のメインバンク事業を展開しました。
〈 共済事業 〉
３Ｑ訪問活動による全戸訪問を実施しながら「ひと・いえ・くるま」の総合保障に向けた推
進活動を展開し、組合員・利用者の保障の拡充と総合保障を通じた「安心」と「満足」の提供
に取り組みました。また、令和元年東日本台風被害に見舞われた家屋等の損害調査・共済金支
払等において迅速かつ効率的な契約者対応に努めました。

〈 協同活動 〉
各地区に設置した地域活性化委員会を基軸に、地域の特色を生かした四季折々の交流イベン
トや清掃作業、ボランティア活動等を実施し、ＪＡと組合員・地域住民が一体となった活動を
通じて魅力ある地域社会づくりに取り組んできました。また、地域の女性の声をＪＡ運動に反
映させる取り組みとして開催している女性座談会「虹色テラス」には、延べ350名の方が参加
したほか、「女性大学カレッジ輝楽里」においては、管内の若手女性生産者と連携し子育て世
代を対象にした親子参加型イベントを実施、さらに女性大学卒業生を対象にした特別講座を開
講し、ＪＡのファンづくり運動に力を入れてきました。このほか、地域の小学生を対象にした
「子ども防災スクール」を開催し、万一に備えた防災に関する知識などを呼びかけました。
〈 組織活動 〉
ＪＡ青年部・女性部合同の「あぐりキッズ農業体験活動かべ新聞コンクール」を開催し、次
世代への食農教育と地産地消の重要性を訴えました。ＪＡ青年部においては、宮城県手作り看
板コンクール看板部門で川崎地区が最優秀賞、柴田地区が優秀賞を受賞したほか、令和元年度
東北・北海道地区ＪＡ青年大会の組織活動の部において柴田地区青年部（発表者：齋藤尚）が
優秀賞を受賞。ＪＡ女性部においては、宮城県家の光大会記事活用体験発表の部で角田地区の
佐藤一子さんが最優秀賞に輝き、宮城県代表として全国家の光大会に出場。当ＪＡから２年連
続で全国大会に出場するなど、組織活動において各方面から高い評価を受けました。

令和元年度事業活動の成果については、組合員の皆様がＪＡ事業を積極的に利用していただ
いた結果であり、事業利益は１億29百万円、当期剰余金は１億14百万円を計上することがで
きました。
これもひとえに組合員の皆様のＪＡ活動に対するご理解とご協力の賜ものであり深く感謝申
し上げ、ここに令和元年度の事業概況を報告いたします。
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ＪＡ自己改革の取り組み
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